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＜あらまし＞実用文の協調的なライティングを支援する学習環境 CORE について，その特徴の 1 つ

である熟達者による文例提供を対象にデザインを改善し，評価した．結果として，多様な文例を提

供すると批判的な発話が増えて話し合いが深化し，文例を吟味して採用するなどの効果がみられた． 
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1. はじめに 

近年，情報社会で重視される文章力と社会に出

る前の学生の文章力とのギャップが問題になっ

ている．そこで，複数人が同一の題材に関する文

章を執筆し，協調的に推敲できる学習環境をデザ

インした．現在はその特徴である，多様な気付き

を得る複数人の推敲，振り返りが可能な環境，真

正な文脈での問題解決型の学習という特徴をさ

らに活用できるよう，デザインを改善している． 

本稿では多様な気づきと真正な文脈に関連し

て，熟達者による文例提供に焦点をあて，文例の

バラエティが学習活動に与えた影響を報告する． 

 

2. 目的 

深い吟味には，単数よりも複数人の視点があっ

たほうがよい．同様の理由で，文例を提供する場

合も多様性があったほうがよいという仮説を検

証することを目的に，実験結果を分析した． 

 

3. 協調的ライティング環境 CORE 

デザインした学習環境の特徴を以下に挙げる． 

■ ジグソー学習を応用した協調レビュ活動 

情報を一片ずつ分かち持つ学習者が協力して文

章を書き，レビュと改善を繰り返す活動とした． 

■ 推敲プロセスを閲覧できる学習環境 

文章化とレビュのプロセスを一覧で振り返られ

る SNSベースの環境を提供し，推敲を支援した． 

■ 真正な文脈での問題解決型の課題 

内定先でアルバイト中の大学生が，上司の意図

に反する配属先を志望する理由を文書で提出す

るという課題を設定した．また，熟達者の文例

に企業人の文章を利用し，実社会と関連づけた． 

これらの特徴をもつ協調的なライティング学習

環 境 デ ザ イ ン を 総 称 し て CORE(learning 

environment for Collaborative Online 

REwriting)と呼ぶ． 

 

4. 実験概要 

学習科学で利用されるデザイン実験「ある特定

の実践研究において，何をどのようにデザインし

たらどれだけ望ましい成果が得られたかを詳細

に報告し，その中でその成果に結びついた変数と

その役割を同定しようという試み」（三宅，2002）

として 2回の実験を実施した（表 1）． 

表表表表    1111：：：：2222 回回回回のののの実験概要実験概要実験概要実験概要    

 第 1実験 第 2実験 

日程 2007年 2月 2007年 6月 

期間 2日・8hr25min 8日前後・6hr40min 

対象 大学生と院生 6名 大学生と院生 15名 

環境 SNS SNSとチャット 

活動 同期(遠隔／集合) 同期と非同期(遠隔) 

文例 1種類 3種類 

方法 学習者主体・3名 1グループ・TA1名 

題材 読みやすい実用文を書く（志望理由書） 

ステップ 1. 練習とジグソー形式の情報共有 

2. 1版の執筆 

3. 相互レビュ／間接レビュ 

4. 改版⇒2版 

5. 相互レビュと文例の提供 

6. 改版⇒3版 

ステップ 5前後の文章とステップ 5の SNSロ

グを対象に，2つの実験結果を比較した．  



 

 

5. 結果 

第１実験の文例に関する話し合い（ステップ

5）の時間は平均 27.0分で，3グループとも予定

の 30分以内に収束した．第 2実験でのステップ

5 の時間は平均 41.4 分で，5 グループ中 4 グル

ープが予定を延長した．また，グループコメント

の平均数は第 1実験で 2.0，第 2実験で 8.8とな

り，より多くのコメントを交わしていた． 

これらの文例に関するコメントを意見別に分

類して（表 2）文例に関する全コメントに占める

割合をみると，第 1実験で 25.0％だった「肯定」

が第 2実験で 46.7％に増え，「中庸」が 75.0％か

ら 13.3%に減り，0％だった「批判」は 40.0%と

急増していた（図 1）． 

表表表表    2222：：：：例例例例にににに関関関関するするするする学習者学習者学習者学習者コメントコメントコメントコメントのののの分類例分類例分類例分類例    

肯定 タイトルをつけるという発想が自分にはなかった。

内容をしっかりと分けてあり、簡潔に読める。 

中庸 まぁいいたいことはわかるよね。 

批判 3に比べると章ごとの繋がりがぶつぎれな
．．．．．
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図図図図    1111：：：：文例文例文例文例にににに関関関関するするするするコメントコメントコメントコメントのののの種類種類種類種類    

また，これらのコメントを踏まえて文例の参照

前後の各学習者による文章を比較し，変更箇所を

洗い出した．さらに文例による影響を 4 レベル

（表 3）と定義して，参照後の文章を分類した． 

表表表表    3333：：：：学習者学習者学習者学習者のののの文章文章文章文章へのへのへのへの文例文例文例文例のののの採用採用採用採用レベルレベルレベルレベル    

文 文単位で文例を採用 

語句 語句単位で文例を採用 

混合 自分の文と混ぜて文例を採用 

独自 自分の文章を改善 

つぎに，文例の参照後の文章全体に占める各レ

ベルの影響を文字数で換算した．すると，第 1

実験で 13.9％だった「混合」が第 2 実験では

35.1％となり，文例の間接的な採用が増加してい

た(図 2)． 
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図図図図    2222：：：：文例文例文例文例のののの参照後参照後参照後参照後のののの文章文章文章文章へへへへのののの文例文例文例文例のののの影響影響影響影響    

6. 考察 

設計者はよい文章の本質を発見して取り入れ

てもらうことを目的に，学習者の文章と同じ画面

に熟達者の文例を提示した．しかし，第 1実験で

は単体の文例が正解のように受容されてしまっ

たため議論が停滞してしまい，十分に解釈されな

かったようだ．一方，第 2実験では同じ画面で複

数の文例を比較できたため，議論が深まったと考

えられる．また，第 2実験では SNSでのやり取

り後にチャットを利用して，3つの文例を総合的

に話し合うグループもあった．以上のことから，

多様な文例の提供が，協調的な吟味や，その過程

を振り返って熟達者の文章を咀嚼するという学

びに寄与したといえるのではないか． 

 

7. 今後の課題 

今後はさらに文例の解釈を促進する学習デザ

インを追求し，学びに直結しないと思われる文例

の直接的な採用を減らしたい．類似の用途で書か

れた違う文例の提供や，学習者ごとに異なる文例

の提供を検討中である． 
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